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火災・救急・救助統計について 

 

１ 火災統計 

（１）発生件数 

令和２年中の火災の発生件数は３５件で、令和元年中の３７件と比較し２件減少しています。また、過

去４年間の平均発生件数３７.３件との比較でも２.３件少なくなっています。 

なお、３５件のうち「建物火災」の発生件数は２０件で、火災全体の５７.１％を占めています。 

（２）火災原因 

令和２年中に発生した火災の原因を見ると、「放火又は放火の疑い（５件）」、「たばこ（３件）」、「こんろ

（３件）」が上位を占めています。直近５年間の原因別発生件数でも「放火又は放火の疑い」が最も多く、

次いで「たばこ」、「こんろ」の順となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 救急統計 

（１）出動件数 

令和２年中の出動件数は７,９７１件で、令和元年中の９,２２６件と比較し１,２５５件減少していま

す。また、過去４年間の平均出動件数９,０２９.３件との比較でも１,０５８.３件少なくなっています。 

（２）搬送人員 

令和２年中の搬送人員は７,５２８人で､令和元年中の８,６５７人と比較し１,１２９人減少しています。

また、過去４年間の平均搬送人員８,４８１.３人との比較でも９５３.３人少なくなっています。 

（３）事故別搬送人員 

令和２年中の事故別搬送人員で最も多かったのは､全体の６７.３％を占める「急病」の５,０６３人で、

令和元年中の５,８６２人と比較し７９９人減少しています。また、過去４年間の「急病」による平均搬送

人員５,６９２.５人との比較でも６２９.５人少なくなっています。 

（４）年齢別搬送人員 

令和２年中の年齢別搬送人員で最も多かったのは全体の６６.０％を占める「６５歳以上の高齢者」の４,

９６６人で、令和元年中の５,４３０人と比較し４６４人減少しています。また、過去４年間の「６５歳以

上の高齢者」の平均搬送人員５,２３４.５人との比較でも２６８.５人少なくなっています。 

（５）傷病程度別搬送人員 

令和２年中の傷病別搬送人員で最も多かったのは全体の５２.４％を占める「軽症」の３,９４６人で、

令和元年中の４,６６３人と比較し７１７人減少しています。また、過去４年間の「軽症」による平均搬送

人員４,６７０.８人との比較でも７２４.８人少なくなっています。 
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8,746 8,770 9,375 9,226 7,971

H28年 H29年 H30年 R1年 R2年

その他 823 779 872 762 618

一般負傷 1,297 1,283 1,364 1,436 1,335

交通 882 886 802 800 644

急病 5,744 5,822 6,337 6,228 5,374
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8,227 8,284 8,757 8,657 7,528

H28年 H29年 H30年 R1年 R2年

その他 657 642 726 659 527

一般負傷 1,255 1,238 1,313 1,380 1,287

交通 876 885 768 756 651

急病 5,439 5,519 5,950 5,862 5,063
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8,227 8,284 8,757 8,657 7,528

H28年 H29年 H30年 R1年 R2年

その他 5 4 3 6 4

軽症 4,778 4,512 4,730 4,663 3,946

中等症 2,987 3,368 3,601 3,625 3,156

重症 389 350 365 301 352

死亡 68 50 58 62 70
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8,227 8,284 8,757 8,657 7,528

H28年 H29年 H30年 R1年 R2年

高齢者 4,955 5,069 5,484 5,430 4,966

成人 2,539 2,477 2,598 2,555 2,090

少年 317 358 325 304 248

乳幼児 412 375 345 363 222

新生児 4 5 5 5 2
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３ 救助統計 

（１）出動件数 

令和２年中の出動件数は１２３件で、令和元年中の１３５件と比較し１２件減少しています。また、過

去４年間の平均出動件数１２６.０件との比較でも３件少なくなっています。 

（２）事故別出動件数 

令和２年中の事故別出動件数で最も多かったのは「建物等による事故」の８５件で、救助全体の６９.

１％を占めています。次いで「その他の事故（１５件）」、「交通事故（１４件）」が上位を占めています。

５年間の事故別発生件数でも、「建物等による事故」が最も多く、次いで「交通事故」、「その他の事故」の

順となっています。 
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H28年 2 23 4 64 1 18

H29年 1 20 6 1 87 11

H30年 6 17 4 2 87 1 14

R1年 4 14 4 98 15

R2年 2 14 6 1 85 15

0

20

40

60

80

100

120

事故別出動件数（５年間）

※建物等による事故とは、建物、門、柵、へい

など、建物に付帯する施設又はこれらに類す

る工作物の倒壊による事故、建物等内に閉じ

込められる事故、建物等に挟まれる事故等を

いいます。 

H28年 H29年 H30年 R1年 R2年
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